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とり出した赤血球 hemogolbin の specific activity (SA) および潅流で排出せしめ得ない
heme (CHU の方法)の SA はいずれも循環赤血球のそれらに比し増加傾向を示した。 すな
わち造血反応時の新生赤血球は牌に抑留・捕捉され易いと考えられる。







量あたりでは牌が最も放射能活性高く， その組織鉄分画の推移をみるとまず ferritin 分画つ
いで hemosiderin 分画へ活性が移動した。 すなわち捕捉された血球は主として牌で崩壊する
と考えられる。
④ 家兎に 1 回潟血を行なうと 4 日目を peak: とする著明な網赤血球分利をきたす。 超生体染
色標本において網赤血球の直径分布をとり直径 8.5μ 以上を大網赤血球，それ以下を正網赤血






①潟血 2 ・ 4 ・ 6 日後， すなわち網赤血球分利の前期・極期・後期の家兎赤血球、を JANDL
の方法に準じ in vitro 標識し，受血適合家兎に静注，その減衰曲線を対照と比較した。 幼若
網赤血球・大型網赤血球が高率に含まれる潟血 2 日および 4 日目の標品では減衰曲線は早期に
急峻となり，その後対照と同率の減哀を辿った。乙れに反し網赤血球分利を経過した潟血 6 日
目の楳品ではその減衰曲線は緩やかとなり対照のそれに近づく。乙の曲線を解析すると網赤血




⑨ 新生赤血球の血色素鉄が ferritin 分画，ついで hemosiderin 分画へ取り乙まれることは短
命赤血球の存在を示すものである。
③ 潟血反応時の標識網赤血球の末梢血内消失曲線からその崩壊量を算出すると，潟血 2 日後初!
識群では10% ， 4 日後では 5%であったが 6 日後のものでは対照に比し有意の差を示さなかっ
た。
④ 以上の成績と網赤血球分利を構成する細胞組成の時間的推移から考えると，正常型の成熟網
赤血球は網内系臓器に抑留・捕捉されてもその大半は正赤血球へ成熟し，反応初期に一過性に
増加する大型網赤血球のみが短命であろうと結論される。
論文の審査結果の要旨
潟血刺激時における異常な細胞回転の一環として網赤血球の一部に短命な群の存在するとの報
告がある。著者は鉄代謝の面より網赤血球の崩壊部位及びその量を測定。その結果潟血造血刺激
時には，網赤血球は牌を含む網内系臓器で10%崩壊する事を確認した。
これは血液学における血球生成と崩壊という命題に対し重要な示唆を与えるものである。
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